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51，652世帯（前月比129世帯増）

163，041人（前月比243人増）

81，073人

81，968人

世帯数

人口

男

女

製茶など11職種15人

地
味
な
手
仕
事
一
筋
に

1
1
月
2
3
日
中
央
公
民
館
で
表
彰
式

十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の
日
で
す
。
市
で
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
一
つ
の
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
、
卓
越
し
た
技
能
で
他
の
模
範

と
な
る
十
五
人
の
皆
さ
ん
を
各
団
体
か
ら
の
推
薦
で
、
宇
治
市
の
第

十
三
回
技
能
功
労
者
に
決
定
。
二
十
三
日
に
宇
治
市
中
央
公
民
館
で

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

▲技能を披露する桶（おけ）づくりの中西政一さん

今
回
悳
雪
航
る
の
は
、
製
茶
、

仏
具
台
座
彫
り
、
瓦
葺
（
か
わ
ら

ぶ
き
）
、
電
気
工
事
な
芦
干
一
職

種
か
ら
選
ば
れ
た
十
五
人
の
皆
さ

ん
で
、
い
ず
れ
も
地
味
な
長
い
道

の
ぴ
を
鍛
練
と
努
力
ｍ
ね
Ｍ
Ｍ

唇
忌
～
継
い
で
来
ら
元
ま
レ
だ
。

雲
帑
技
能
功
労
者
の
表
彰
は
、

長
年
一
つ
の
職
業
に
就
き
、
優

れ
た
技
能
を
磨
い
て
来
ら
れ
た
人

の
功
労
を
た
た
え
る
と
共
に
、
社

会
的
・
経
済
的
地
位
や
技
術
水
準

の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

技
能
功
労
者
の
対
象
は
、
市
内

に
五
年
以
上
住
み
、
同
一
職
種
に

三
十
年
以
上
拷
幻
つ
て
来
β
れ
た

六
十
歳
以
上
の
大
で
、
商
工
業
者

の
団
体
や
町
内
会
、
息
器
か
ら

の
推
薦
か
尋
け
だ
人
の
中
か
ら
決

定
ｗ
．
れ
ま
罵

昭
和
四
十
七
年
に
始
ま
り
こ
と

し
で
十
三
回
目
。
こ
れ
ま
で
に
三

百
十
六
が
表
密
男
］
ま
し
た
。
職

種
な
ハ
エ
、
左
官
、
造
園
、
調
理
、

は
り
・
き
ゅ
．
ｒ
ｖ
ｔ
≪
ａ
ｊ
ｌ
〈
十
種
類
の

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
製
茶
職
や
茶
関
係
業
種
に
携

わ
っ
て
い
る
人
が
多
く
お
β
れ
る

の
は
、
茶
の
ま
ち
宏
－
の
特
徴
を

表
す
も
の
と
言
え
ま
す
。

科
学
技
術
の
画
期
的
な
進
展
の

な
か
で
、
今
日
で
は
人
間
の
手
仕

事
の
大
部
分
を
ロ
ボ
″
ト
な
ど
の

機
械
が
こ
な
す
ぷ
つ
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
人
間
の
手
の
感
触
が

忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

長
年
の
努
力
で
培
わ
れ
て
き
た
腕

に
よ
る
手
仕
事
は
、
使
ラ
人
の
心

を
和
ま
せ
て
ぐ
れ
ま
す
。

技
能
功
労
者
の
表
彰
式
は
、
十

一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の
日

に
宇
治
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
す
。
当
日
会
場
で
は
、
桶
（
お

け
）
製
造
職
六
十
七
年
の
中
西
政

ヌ
ん
に
、
杉
材
盈
便
っ
て
桶
づ

く
り
の
見
事
な
腕
菊
孤
露
し
て
い

た
だ
屡
栗
沢

今
回
表
彰
さ
れ
泰
人
の
中
で
最

高
齢
の
中
西
政
ヌ
ん
は
、
土
ハ

歳
で
家
業
の
桶
製
造
業
夕
継
ぎ
、

以
来
、
豚
す
ぐ
り
一
筋
に
讐
そ

来
ら
れ
ま
し
た
。
主
に
伏
見
区
の

酒
造
用
桶
公
霖
9
β
れ
、
そ
の

た
め
昭
和
三
十
八
年
に
大
阪
府
か

ら
宇
治
に
転
居
。
「
最
近
は
、
酒
桶

も
ぱ
う
る
フ
タ
ン
タ
に
代
わ

っ
て
し
ま
い
、
仕
事
が
め
っ
き
ｊ
Ｑ
ｉ

減
り
ま
し
た
。
Ｌ
石
し
、
酒
に
は

杉
材
で
こ
レ
旨
巡
桶
が
一
番
」

と
中
西
さ
ん
は
長
年
の
誇
り
と
自

信
を
語
つ
て
お
β
祭
ヂ
。

～
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

功
労
者
の
皆
さ
ん

表
彰
さ
れ
る
技
能
功
労
者
は
、

次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
・
順

不
同
、
カ
コ
ミ
内
は
年
齢
）
。

（
桶
製
造
職
）

中
西
堅
（
八
Ξ
Υ
大
久
保
町
山

ノ
内
、
経
験
年
数
六
十
七
年
。

（
製
茶
職
〉

卯
田
（
や
な
ぎ
だ
）
平
八
（
七
八
Ｔ

木
幡
西
浦
、
経
験
年
数
五
十
八
年
。

大
森
長
三
郎
（
七
五
）
＝
池
尾
西
組
、

経
験
年
数
三
十
三
年
。

角
田
博
一
（
六
〇
Ｔ
伊
勢
田
町
中

山
、
経
験
年
数
四
十
五
年
。

森
下
喜
久
三
（
六
〇
Ｔ
小
倉
町
寺

内
、
経
験
年
数
三
十
一
年
。

（
仏
具
台
座
彫
職
）

中
谷
淳
美
（
七
四
Ｔ
小
倉
町
蓮
池
、

経
験
年
数
五
十
四
年

（
マ
ッ
サ
ー
ジ
職
〉

菱
田
秋
枝
（
七
三
）
＝
広
野
町
東
裏
、

経
験
年
数
五
十
八
年

（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
）

森
牛
之
助
（
七
一
Ｔ
小
倉
町
西
山
、

市
の
山
間
部
笠
取
地
区
に
待

望
の
簡
易
水
道
が
完
成
。
去
る

十
月
三
十
一
日
に
笠
取
浄
水
場

経
験
年
数
五
十
五
年
。

（
建
築
大
工
職
）

谷
口
一
三
（
六
九
Ｔ
木
幡
中
村
、

経
験
年
数
五
十
五
年

（
瓦
葺
職
）

梅
本
精
一
郎
（
六
六
Ｔ
菟
道
車
田
、

経
験
年
数
四
十
八
年

（
電
気
工
事
職
）

桂
重
次
郎
（
六
一
）
＝
宇
治
蓮
華
、

経
験
年
数
三
十
八
年

前
田
善
雄
（
六
一
Ｔ
菟
道
車
田
、

経
験
年
数
三
十
八
年

（
鉄
工
職
〉

西
中
利
男
（
六
一
Ｔ
菟
道
軍
田
、

経
験
年
数
三
十
二
年

（
自
転
車
等
整
備
組
立
職
）

林
田
弘
（
六
〇
Ｔ
宇
治
妙
楽
、
経

験
年
数
三
十
九
年

（
仕
出
し
調
理
職
〉

梅
原
藤
三
郎
（
六
〇
Ｔ
ｔ
雀
川
西

組
、
経
験
年
数
三
十
九
年

で
通
水
式
が
行
り
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
池
太
市
長
奪
胎

テ
ー
プ
カ
″
ト
の
後
、
特
設
の

噴
水
ボ
タ
ン
盈
米
市
長
が
押

息
九
成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
笠
取
簡
易
水
道
は
、
飲

料
水
夕
谷
川
や
井
戸
水
に
頼
っ

て
い
た
笠
取
地
区
に
、
安
定
し

た
水
の
供
給
奮
福
一
し
て
昭
和

五
十
八
年
七
月
に
着
工
。
国
民

年
命
穿
完
融
資
資
金
な
ど
を
受

け
、
総
工
費
二
億
二
千
三
百
万

円
夕
費
や
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
か
ら
東
・
西
笠
取
地

区
六
十
五
世
帯
と
三
公
共
施
設

に
給
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲通水を祝う池本市長（10月31日、笠取浄水場）
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1
2
月
2
日
告
示
・
9
日
投
票

宇
治
市
長
選
挙
は
、
十
二
月
二
日
に
告
示
鳶
￥
二
月
九
日
が
投
票
日
で
す
。
選
挙
公
報
や
演
説
会
な
ど
で
候
補
者
の
政
見
や
人
柄
を
知
り
、
。
も
れ
な
ぐ
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
（
第
一
‐
投
票
所
ａ
笠
取
小
学
校
と
第
1
8
投
票
所
↓
五
時
ま
で
で
す
）
。

　
投
票
で
き
る
人

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
五
十
九
年
九
月
一
日
以
前
に
転
入
の
届
け
出
欠
し
宇
治
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
憶
昼
琴
瓦
て
ぃ
る
人
。

住
民
華
ぶ
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
宏
笛
外
へ
転
出
さ
れ
る
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
十
一
月
十
八
日
以
後
宇
治
市
内
聞
で
転
居
の
届
け
出
を
さ
れ
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
屁
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
選
挙
公
報

選
挙
公
報
は
、
十
二
月
六
日
…
ｍ
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
サ
ン
ケ
イ
、
京
都
、
日
本
経
済
の
各
朝
刊
に
折
り
込
ん
で
お
届
け
1
柔
す
。
新
聞
夕
購
読
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
に
は
郵
送
し
栄
す
。
選
挙
管
理
ｍ
員
：
＜
ｓ
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
選
挙
公
報
が
届
か
な
い

握
ほ
下
表
の
所
に
あ
り
車
ゐ
で
、
ご
自
由
に
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　
点
字
投
票
・
代
理
投
票

目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
投
票
、
読
み
書
き
の
不
自
由
な
人
は
代
理
投
票
が
で
孝
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票

出
張
や
入
院
予
定
な
ど
で
、
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
不
在
者
響
ｙ
制
度
が
あ
り
季
ｙ
。
不
在
者
投
｀
影
で
き
る
期
間
は
、
告
ｙ
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
の
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

で
、
土
・
日
曜
日
は
問
い
ま
せ
ん
。
不
在
者
投
票
に
は
、
印
鑑
夕
痔
っ
ぷ
泰
西
理
委
員
会
（
市
役
所
庁
舎
南
側
プ
レ
ハ
ブ
一
階
）
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
指
定
の
施
設
に
お
ら
れ
る
人
は
そ
の
施
設
の
管
理
者
吏
ぼ
職
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
で
の
不
在
者
投
票

4
体
障
害
者
壬
吸
や
戦
傷
病
者
乖
喰
の
交
付
奎
文
け
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
孝
示
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
発
行
の
郵
便
響
作
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
申
請
し
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
発
行
し
て
い
る
郵
便
投
票
証
明
書
の
な
か
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
お
確
か
め
の
上
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
は
選
挙
期
日
前
四
日
（
十
二
月
五

選挙公報のある場所
『
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
〔
六
地
蔵
・
木
幡
〕
六
地
蔵
公

会
堂
、
北
木
幡
集
会
所
、
御
蔵

山
集
会
所
、
岩
田
書
店
（
御
園

2
0
）
、
木
幡
公
民
館
、
木
幡
保

育
所
、
南
山
集
会
所
、
露
木
幡

集
会
所

〔
五
ヶ
庄
〕
黄
槃
薬
局
（
芝
ノ
’

東
3
9
）
、
大
和
田
公
会
堂
、
西

岡
屋
会
館
、
黄
柴
公
園
事
務
所
、

山
崎
幸
Ｗ
λ
宅
（
福
角
2
6
）

〔
菟
道
、
明
星
町
〕
菟
道
公
民

分
館
、
三
室
戸
薬
局
（
丸
山
3
7
）

―
、
一
明
星
集
会
所

一
〔
志
津
川
・
笠
取
〕

ｆ
…
…
…
…
…
…
…
…
…

東
笠
取
簡
易
郵
便
局

〔
宇
治
〕
川
東
集
会
所
、
宇
治

市
民
心
一
館
、
観
光
案
内
所
、
善

法
隣
保
館
、
市
分
庁
舎
、
市
役

所
玄
関
案
内
、
若
宮
集
会
所
、

新
半
自
集
奈

〔
白
川
〕
白
川
集
会
所

〔
神
明
〕
城
南
荘
集
会
所
、
老

人
憩
い
の
家

〔
横
島
町
〕
棋
島
公
民
分
館
．

東
目
川
公
民
分
館
、
西
目
川
公

民
分
館
、
紫
ヶ
丘
公
民
分
館
．

三
軒
家
公
民
分
館

喜
撰
会
館
〔
小
倉
町
〕
小
倉
公
民
館
、
う

日
）
ま
で
で
す
。

　
投
票
所

投
票
所
は
、
告
示
後
郵
便
で
お
届
け
す
る
投
票
整
理
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
〈
投
票
所
の
変
更
）
今
回
の
選
挙
か
ら
第
4
4
雲
雨

を
米
幡
中
学
校
ｎ
沢
て
木
幡

公
民
Ｆ
に
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
次
の
響
研
は
施
設
名

称
が
蛮
更
に
な
り
ま
し
た
。

○
第
7
響
研
4
落
市
公
民

館
棋
島
分
館
は
牢
治
市
中
央
公
民

館
棋
島
分
館
に
○
第
1
1
投
票
所
＝

宇
治
市
公
民
館
開
分
館
が
宇
治
市

さ
ぎ
堂
（
酉
晶
一
）
、
西
山
集

心
一
所
、
蓮
池
中
集
会
所
、
西
小

倉
集
会
所

〔
伊
勢
田
町
〕
西
小
倉
保
育
所
、

砂
田
集
会
所
、
伊
勢
田
公
民
分

館
、
伊
勢
田
消
防
分
署
、
名
木

男
屏

〔
開
町
・
南
陵
町
〕
開
公
民
分

館
、
南
陵
男
屏

〔
広
野
町
〕
広
野
公
民
分
館
、

広
野
集
会
所
、
緑
ヶ
原
集
会
所

〔
大
久
保
町
〕
西
大
久
保
集
会

所
、
大
久
保
幼
稚
園
、
同
胞
保

育
園

中
央
公
民
館
開
分
館
に
○
第
1
2
投

酉
厨
4
高
市
公
民
館
広
野
分
館

だ
落
市
中
央
公
民
館
広
野
分
館

に
○
第
1
5
投
票
所
山
落
市
公
民

館
菟
導
刀
館
が
宇
治
市
中
央
公
民

館
菟
道
分
館
に
。

い
ず
れ
も
所
在
地
は
従
来
と
お

り
で
す
。
（
選
挙
管
理
委
員
合

笠取簡易水道が完成10
月31日に通水式

宇治市技能功労者決まる
宇治市長

選挙

も
れ
な
く
投
票
を
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固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い

て
は
、
次
の
ぷ
7
な
特
例
措
置

が
あ
り
ま
す
。

▼
負
担
調
整
措
置
・
・
土
地
・

家
屋
に
対
す
る
三
年
に
一
度
の

評
価
替
凡
に
よ
り
、
税
負
担
が

急
増
し
な
い
ぷ
フ
、
土
地
に
つ

い
て
は
「
負
担
調
整
率
」
を
定

め
、
毎
年
税
額
忿
阿
増
し
て
い

き
手
。

▼
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税

標
準
の
特
例
…
住
宅
の
敷
地
に

夏
以
後
の
異
常
渇
水
で
、
近
畿

の
。
水
が
め
粉
琶
湖
の
水
位
が
著

し
ぐ
低
下
。
こ
の
ま
ま
雨
な
し
の

状
態
が
続
く
と
、
水
位
は
昭
和
十

四
年
以
来
の
マ
イ
ナ
ス
ー
討
に
も

穆
葛
も
の
と
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
畿
地
方
建
設
局
で
は
、
十

月
八
日
に
淀
川
下
流
部
の
大
阪
府

下
の
各
市
町
に
対
し
て
、
第
一
次

取
水
制
限
（
上
水
一
〇
郊
、
工
業

用
水
二
百
）
代
読
い
て
十
一
月

六
日
に
は
第
二
次
取
水
制
限
（
上

水
二
〇
％
、
工
業
用
水
二
二
％
）

を
実
施
し
て
い
毒
了
。

こ
れ
に
呼
応
し
て
、
近
畿
地
方

城
水
道
れ
千
一
月
十
五
日
か
ら
。

上
水
二
〇
％
、
工
業
用
水
二
二
％

の
取
水
制
限
を
行
っ
て
い
未
ｗ

市
の
通
常
の
配
水
量
は
約
五
万

丿
。
こ
の
内
の
約
七
〇
％
を
府
営

山
城
水
道
に
依
存
し
て
お
り
、
同

水
道
か
ら
の
供
給
量
が
減
少
す
る

と
、
そ
の
影
響
が
発
生
す
る
の
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
紅
が
、
節

水
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
休
日

に
は
水
の
需
要
が
高
ま
り
、
一
層

の
節
約
が
必
要
ぶ
ｙ
。
こ
の
た
め

市
で
は
、
各
家
庭
で
バ
ケ
ツ
四
杯

分
の
節
水
を
呼
び
か
け
て
い
ま
ず
。

建
設
局
の
要
請
に
よ
り
、
府
営
山
一
ふ
ろ
の
残
数
習
塵
濯
や
庭
の
散

つ
い
て
は
、
税
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
そ
の
課
税
標
準
に

は
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

剛
小
規
模
住
宅
用
地
（
面
積
二

百
平
方
肩
以
下
）
の
課
税
標
準

額
は
、
評
価
額
の
四
分
の
一
。

旦
般
住
宅
用
地
（
面
積
二
百

▲異常渇水による琵琶湖の水位低下の影響で、宇治

川の流水量も減少（宇治川・天ヶ瀬ダム付近）

年
間
（
三
階
建
て
以
上
の
中
高

層
耐
火
住
宅
は
五
年
間
）
は
、
百

平
方
μ
ま
で
の
居
住
部
分
に
つ

い
て
、
固
定
資
産
税
が
二
分
の

一
に
減
額
さ
れ
未
丁
。

〈
都
市
計
画
税
〉

都
市
計
国
税
は
、
都
市
計
画

水
、
洗
車
に
利
用
す
る
な
べ
節

水
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

（
水
道
部
総
務
課
）

お
知
ら
せ

市
民
将
棋
大
会

▼
と
き
人
‥
ｙ
小
・
中
学
生
の
部

Å
甘
酒
Ｅ
、
午
後
Ｌ
時
驀
符

け
○
一
般
の
部
大
甘
躬
Ｅ
、
午

前
1
時
半
受
弧
ぽ
▼
と
こ
う
・
・

早
治
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
○
小
学
生

の
部
＝
低
学
年
（
1
1
3
年
）
、
高

学
年
（
4
～
6
年
）
、
中
学
尖
）

一
般
の
部
＝
有
段
者
、
1
3
級
、

4
級
以
下
、
初
心
者
▼
参
加
費
…

小
・
中
学
生
の
部
が
百
円
、
一
般

の
部
が
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
当

日
、
直
接
会
場
へ
。

な
お
、
小
・
中
学
生
の
部
参
加

者
は
、
一
般
の
部
に
も
参
加
で
き

ま
す
。
（
社
会
教
育
課
）

　
宇
治
中
学
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

▼
と
き
・
：
1
1
月
2
4
日
出
、
午
後

2
時
～
5
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
心
一

館
大
ホ
ー
ル
▼
曲
目
・
：
ベ
ル
デ

ィ
作
曲
「
シ
チ
リ
ア
島
の
夕
べ
の

祈
り
」
、
ホ
ル
ス
ト
作
曲
「
吹
奏
楽

の
た
め
の
第
一
組
曲
に
ほ
か
1
2
曲

課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産

税
と
同
じ
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
で
す
。
た
だ
し
、
土
地
に
つ

い
て
は
固
定
資
産
税
と
同
様
、

負
担
調
整
措
置
が
あ
り
ま
ず
。

〈
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
納
付
方
法
〉

固定資産税

特
例
措
置
税
負
担
を
軽
減

平
方
μ
を
邸
λ
る
も
の
）
の
二

百
平
方
μ
を
超
え
る
部
分
の
課

税
標
準
額
は
、
評
価
額
の
二
分

の
一
。

▼
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額

措
置
・
：
新
築
住
宅
が
下
表
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
築
後
三

事
業
等
を
行
ラ
た
め
の
目
的
税

と
し
て
、
一
月
一
日
現
在
で
市

街
化
区
域
内
に
土
地
・
家
屋
を

所
有
す
る
人
に
課
税
。
税
額
の

計
算
方
法
は
、
課
税
標
準
額
×

税
率
（
〇
・
二
五
％
Ｔ
税
額
と

な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
市
か
ら
お
届

け
ず
る
納
税
通
知
書
で
、
通
常

四
月
、
七
月
、
十
二
月
、
翌
年

二
月
の
四
期
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
都
市
計
国
税

に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
と

合
算
し
て
通
知
し
て
い
ま
す
。

お買い物のめやす
消費者物価20（1
1月分）

▼
入
場
・
：
無
料
。

この公表価格は、ｎ月初めに実施した消費生活モニ

ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品目 規格 平均■格
価恪状況 最高

価格

最低

価格
吋がｊ月比

灯油
18Ｉ店ｓｉ 1，44Ａ^ｌ？6ｉ．ぷ1，迫

18（配達 1．492▲1．81．5801，400

かソリン
レギュラー1Ｉ現金

充’） 147 0．7 150 133
テイッシュ

ペーメ4－

400枚入ｌ柏

けりキッμ・スコッテＯ 151 0．7 168 100
台所用ラップ

サランラップ

30Ｘ20ｍ 223 5．0 238 168
アルミホイル

25ぐＩＴＩＸ8ｍｌｅｅ4．4 188 108
シ－ｒンプー

液体ポリ溶器22Ｏｃｒ

花王エッセンシャル 233▲10．0 290 230
洗崔用

扮石けん 2．4ｋｇ 890▲0．1 950 780

ｔ肉
すきやき用

中程度ｌＭ〕ｇ 362▲0．3 448 255

＆さけ 切身100Ｂ 311 6．1 395 160

バレイショ 男爵ｉｏｏｇ 19 ▲1．0 25 13

キャベツ中土約ｌｋｇ 121▲11．7 160 70

鶴卵
Ｍサイズ

パック入10≪ 206▲4．2 248 180

食用油
日清サラダ油駄入
1．650ｇ 731▲0．9 880 495

しよう油
キッコーマン直口

瓶入2ぞ 538 － 580 498

砂糖 上白ｌｔｄ 260 － 278 238

小麦扮
Ｈ消小麦粉フラワー

ｌｋＫ（ｉ≫力粉） 206 3．0 231 163
インスタント

コ－ｔー

ネスカフェ．≪，ラベル

瓶入150Ｂ 986▲0．31，088945

みそ ｆケヤミソＵｓ330 11．9348 285

ｆｔノン
普通ｉｉｌ斤

（スライ’スしｒ－ｉ，の） 160▲18．4 180 120

洗濯代
ワイシャツ白の長そで

145 1．4 180 120

（
学
校
教
育
課
）

　
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動

青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇
治

運
動
実
行
委
員
会
が
、
清
掃
奉
仕

を
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
ず
。

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
5
日
面
、
午
前

九
時
～
Ｈ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
塔
の

島
周
辺
▼
問
い
合
わ
せ
…
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
き
⑩
1
1
4

1
）
。

（
社
会
教
育
課
）

や
ま
ぷ
き
学
級

〈
絵
画
教
室
〉

▼
と
き
・
：
1
1
月
2
5
日
間
、
午
後

1
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合

以
上
が
固
定
資
産
税
・
都
市

計
国
税
の
φ
り
ま
し
で
ｙ
。
詳

し
ぐ
は
資
産
税
課
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
ま
1
（
資
産
税
課
）

新築住宅の軽減要件

（ＩＩ床面積要件

区分居住部分の割合 床面積

専用住宅全部
居住部分が40㎡以上ｌｅｓ㎡以下

併用住宅2分の1以上

－
－
－
－
－
9
1
1
1

2）評価額（1ｎｔ当たりｉ！件

§木造住宅 81，000円以下

非聊造住宅
簡易耐火構造住宅 89．000円以下

耐火構造住宅 109，000円以下Ｉ

・

・ － ミ ・ － ミ ー －

福
祉
会
館
1
階
作
業
工
作
室
▼
内

容
・
・
・
感
じ
た
ま
ま
に
表
現
す
る
気

軽
な
絵
の
勉
強
会
▼
対
象
・
・
・
市
内

に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
心
身
障

害
者
で
、
義
務
教
育
か
終
え
養
護

学
校
へ
通
学
中
で
な
い
人
▼
定
員

・
：
2
5
人
▼
参
加
費
・
・
・
一
人
二
百
円

▼
申
し
込
み
…
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
豊
⑩
1
1
4
1
）
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

　
難
病
相
談

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
4
日
㈹
、
午
後

Ｉ
時
～
4
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

保
健
所
▼
内
容
・
・
・
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
（
喘
息
、
湿
疹
な
ど
）
や
、
そ
の

疑
い
の
あ
る
子
μ
も
の
医
療
と
日

常
生
活
に
つ
い
て
、
本
人
や
家
族

を
対
象
に
専
門
医
師
に
よ
る
講
演

と
個
別
相
談
指
導
▼
主
催
山
高

保
健
所
▼
申
Ｌ
込
み
・
・
・
Ｕ
品
百

ｓ
ま
Ｖ
に
、
宇
治
保
健
所
（
豊
○

2
↑
9
1
）
へ
予
約
寛

（
保
健
予
防
課
）

　
同
和
問
題
学
習
会

▼
と
き
’
・
・
1
1
一
月
2
4
日
出
、
午
後

2
時
Ｉ
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
今
後
の
同
和
教
育

の
あ
り
方
▼
講
師
・
・
・
京
都
市
立
郁

文
中
学
校
教
諭
・
井
本
武
美
さ
ん

▼
参
加
・
・
・
当
日
、
会
場
へ
直
接
。

（
木
幡
公
民
館
）

　
宇
治
の
四
季

～
観
光
写
真
展
～

第
一
回
宇
治
市
観
光
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
応
募
作
品
か
ら
の
展
示
で
、

宇
治
の
一
年
間
の
風
物
を
ご
紹
介

し
未
了
。

▼
と
き
・
：
1
1
月
2
1
日
出
～
2
9
日

内
午
前
9
時
～
午
後
5
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
市
観
光
セ
ン
タ
ー
2
階
▼

入
場
…
無
料
。
（
商
工
観
光
課
）

　
市
民
の
協
力
で
進
む

福
祉
の
町
づ
く
り

市
で
は
、
「
福
祉
の
求
ち
づ
く

り
の
た
め
の
建
築
物
等
環
境
整
備

要
綱
」
か
定
め
、
公
共
施
設
は
も

参
？
帑
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

ｍ
め
て
い
ま
ず
。
今
回
、
次
の

事
業
所
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。○

日
用
大
工
セ
ン
タ
ー
ビ
ー
バ

ー
（
六
地
蔵
奈
良
町
）
○
泉
屋
ビ

ル
（
大
久
保
町
平
盛
）
○
本
村
診

療
所
（
宇
治
戸
ノ
内
）
○
信
用
組

▲印は減

合
京
都
商
銀
伊
勢
田
支
店
（
伊
勢

田
町
北
山
）
（
福
祉
課
）

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ー
ナ
ー
」

開
催
日
程
を
変
更

宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
開
館

記
念
事
業
と
し
て
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
宇

治
市
民
の
っ
ど
ｙ
の
各
種
催
し

物
が
十
一
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ー
ナ
ー
」
（
文

化
セ
ン
タ
ー
展
示
室
で
1
0
時
～
1
7

時
）
の
開
催
日
程
が
二
十
五
日
～

三
十
日
の
予
定
で
し
た
が
、
二
十

五
日
～
二
十
七
日
ま
で
に
変
更
さ

れ
次
し
た
。
（
文
化
セ
ン
タ
ー
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
）

　
住
宅
金
融
公
庫

個
人
向
け
融
資

住
宅
金
融
公
市
で
は
、
今
年
度

の
第
三
回
個
人
向
け
融
資
（
一
般

住
宅
建
設
・
建
売
住
宅
購
入
・
マ

ン
シ
ョ
ン
購
入
の
各
資
金
）
と
住

宅
債
券
積
立
者
の
第
三
次
募
集
を

十
二
月
十
日
ま
刄
行
っ
て
い
ま
ず
。

詳
し
ぐ
は
、
住
宅
金
融
公
庫
大

阪
支
所
営
業
課
（
豊
Ｓ
9
4
3
～
Ｏ

Ｏ
）
へ
。
（
住
宅
金
融
公
庫
）

訂
正
　
市
政
だ
よ
り

十
一
月
十
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
式
典
の
記
事
（
2
面
）
の
中
で
、
「
・
・
・
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
戸
元
帳
の
原
田
を
制
作
し
た
松
本
道
夫
画
伯
…
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
い
お
名
前
は
松
元
道
夫
画
伯
で
す
。
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

〝あとで〟より〝いま〟が大切火の始末

26日から秋の火災予防運動

十
一
月
二
土
〈
日
か
ら
干
二

月
二
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
「
秋

の
火
災
予
防
運
即
が
始
ま
ぴ

ホ
チ
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
を
迎
凡
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の

向
上
を
図
り
、
火
災
に
よ
る
死

傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ご

う
と
い
ら
£
）
の
で
哭

消
防
本
部
で
は
。
次
の
こ
と

を
重
点
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

①
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
を
中

心
と
し
た
焼
死
防
止
対
策
の

徹
底
。

②
家
庭
や
地
域
で
の
防
火
対
策

の
推
進
。

③
防
火
対
象
物
へ
の
防
火
安
全

の
確
保
。

④
防
災
機
器
の
普
及
推
進
。

⑤
危
険
物
、
ガ
ス
な
ど
の
災
害

防
止
対
策
の
推
進
。

こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
体
の
不
自
由
な
人
が
い

る
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
、
家
庭

で
の
防
火
や
避
難
に
つ
い
て
指

導
し
禾
す
。
ま
た
、
各
事
業
所

で
は
避
難
訓
練
や
消
防
用
設
備

の
点
検
、
消
防
計
画
の
見
直
し

な
ど
、
従
業
員
へ
の
防
火
教
育

を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ

と
に
し
て
い
未
了
。

〈
暖
房
器
具
使
用
時
の
注
意
点
〉

○
場
所
は
危
険
で
な
い
か
○

器
具
は
安
全
か
○
使
い
方
は
正

し
い
か
○
後
始
末
は
完
全
か

（
消
防
本
部
）

交
通
死
亡
事
故
が
急
増

〝
交
通
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
〟

最
近
、
交
通
死
亡
事
故
に
よ

る
死
者
数
が
爆
発
的
に
増
元
て

い
未
了
。

市
内
で
の
十
月
三
十
一
日
現

在
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

六
百
四
十
九
件
（
対
前
年
比
二

十
八
件
減
）
、
負
傷
者
数
は
八
百

九
人
（
同
九
人
減
）
、
死
者
数
は

九
人
（
同
五
人
増
）
と
死
者
数
だ

け
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

無
免
許
・
飲
酒
・
ス
ピ
ー
ド
違

反
な
芦
悪
質
無
謀
運
転
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

い
わ
ゆ
る
自
爆
型
の
事
故
が
増

え
て
い
る
こ
と
で
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
道

路
か
莉
用
す
る
す
べ
て
の
人
が

必
ず
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
互

い
に
思
い
や
る
「
心
の
ゆ
と
り
」

か
痔
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
特

に
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
安
全
速
度

を
必
ず
守
り
、
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
せ
ず
、
ヘ
ル
メ
″
ト
や
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
か
混
争
訟
用
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者
は
走

行
車
両
の
直
前
・
直
後
の
横
断

は
し
な
い
、
遠
回
り
に
な
っ
て

も
横
断
歩
道
や
陸
橋
な
ど
の
安

全
施
設
を
必
ず
利
用
す
る
な
ど

の
点
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
は

車
の
通
行
量
が
増
え
る
時
期
で

す
。
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
、

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

（
交
通
労
政
課
）
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バケツ4杯（1日）の節水を

府営山城水道で取水制限を開

始

税を知る⑦
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